
第 36号 

平成 29年 10月 

福島県人会 

北海道連合会 

連

合

会

長

就

任

挨

拶 

  

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会 

 
 
 
 
 
 

会
長 

田
中 

四
郎 

 

       

 

各
県
人
会
の
役
員
及
び
会
員
の
皆
様

に
は
御
健
勝
の
事
と
存
じ
ま
す
。 

 

去
る
五
月
二
十
七
日
、
定
山
渓
万
世
閣

ホ
テ
ル
ミ
リ
オ
ー
ネ
に
於
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
第
四
十
五
回
福
島
県
人
会
北

海
道
連
合
会
総
会
に
は
、
鈴
木
正
晃
福
島

県
副
知
事
、
満
山
喜
一
福
島
県
議
会
副
議

長
、
佐
藤
嘉
大
北
海
道
総
合
政
策
部
長
、

遠
藤
連
北
海
道
議
会
議
長
、
若
松
謙
維
参

議
院
議
員
、
佐
藤
英
道
衆
議
院
議
員
、
涌

井
国
夫
札
幌
市
議
会
議
員
、
野
地
義
幸
福

島
県
県
民
広
報
室
長
の
御
来
賓
を
迎
え
、

さ
ら
に
道
内
各
地
の
県
人
会
か
ら
大
勢 

の
役
員
及
び
会
員
の
御
参
加
を
戴
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

御
陰
様
で
、
総
会
、
懇
親
会
と
全
て
の

行
事
を
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
こ
と
に

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
又
、
同
日
開
催
の
役
員
会
に
お
い
て
役

員
全
員
の
御
推
挙
を
受
け
、
総
会
の
承
認

を
得
ま
し
て
第
九
代
の
連
合
会
長
に
就

任
致
し
ま
し
た
。 

 

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
あ
り
ま
す
の

で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
御
指
導
を
賜
り
ま
す

様
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
は
、
い
わ

き
市
出
身
で
、
第
五
代
の
札
幌
市
長
を
勤

め
ら
れ
た
高
田
富
與
氏
が
札
幌
福
島
県

人
会
会
長
の
時
、
全
道
十
八
ヶ
所
の
各
県

人
会
の
結
束
の
も
と
、
昭
和
四
十
八
年
五

月
七
日
、
函
館
市
湯
の
川
ホ
テ
ル
芳
明
荘 

に
て
、
第
一
回
福
島
県
人
会
北
海
道
連
合

会
総
会
を
開
催
、
選
出
さ
れ
て
初
代
会
長

を
務
め
ら
れ
、
県
人
会
員
の
親
睦
と
団
結

を
望
ま
れ
た
の
で
す
。
併
せ
て
事
務
局
担

当
の
県
北
海
道
事
務
所
も
昭
和
二
十
七

年
の
開
設
以
来
、
只
今
は
第
二
十
代
目
の

所
長
を
迎
え
て
居
り
ま
す
。 

 

こ
の
様
な
歴
史
の
延
長
線
上
の
中
で
、

私
は
、
任
期
の
期
間
中
に
、
出
来
る
限
り

各
県
人
会
の
行
事
等
に
出
席
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

初
手
に
、
十
月
十
四
日
に
弟
子
屈
町
川

湯
温
泉
「
ホ
テ
ル
き
た
ふ
く
ろ
う
」
に
て

開
催
さ
れ
た
、
浜
中
、
別
海
、
美
幌
の
各

県
人
会
合
同
の
観
楓
会
に
参
加
し
、
各
県

人
会
員
の
皆
さ
ん
と
懇
親
を
深
め
て
参

り
ま
し
た
。 

さ
て
、
来
年
の
北
海
道
連
合
会
総
会
は 

千
歳
県
人
会
の
担
当
に
よ
り
平
成
三
十

年
五
月
二
十
六
日
の
開
催
で
調
整
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

そ
の
ほ
か
、
来
年
度
は
、
し
ば
ら
く
実

施
さ
れ
て
い
な
い
母
県
訪
問
の
年
に
な

り
ま
す
。
旅
行
内
容
と
代
金
、
実
施
月
日

等
に
よ
り
参
加
者
が
少
な
い
為
に
実
施

で
き
ず
に
今
日
迄
来
て
居
り
ま
す
。 

 

来
年
、
東
日
本
大
震
災
後
七
年
に
な
り

ま
す
。
母
県
福
島
県
で
は
、
平
成
三
十
年

六
月
十
日
に
、
第
六
十
九
回
全
国
植
樹
祭

が
南
相
馬
市
原
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
国

も
、
県
も
復
興
に
努
力
し
て
い
る
所
で
す
。

北
海
道
の
我
々
も
母
県
福
島
県
の
復
興

の
姿
を
直
接
目
で
見
て
確
認
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

事
務
局
で
計
画
し
、
御
案
内
の
機
会
が 

あ
り
ま
し
た
ら
、
何
卒
御
協
力
を
お
願
い 

 

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
会
員
同
志
の
結
束
を
強
く
し 

て
歴
史
を
継
承
し
て
い
く
使
命
感
を
高

め
て
、
親
睦
を
基
本
に
各
県
人
会
が
発
展

さ
れ
る
事
を
切
に
願
い
挨
拶
と
致
し
ま

す
。 

  

ご
協
力
に
感
謝
し
て
退
任
の
ご
挨
拶 

 

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会 

 
 
 
 
 
 

前
会
長 

神
野 

修 

          

県
人
会
の
み
な
さ
ん
。
お
元
気
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
拝
察
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
稿
を
寄
せ
な
が
ら
頭
を
よ
ぎ
る

の
は
丁
度
収
穫
の
時
期
に
な
っ
て
い
た

昨
年
八
月
三
十
日
に
南
富
良
野
町
を
襲

っ
た
台
風
に
よ
る
河
川
の
氾
濫
、
土
砂
災

害
で
大
打
撃
を
受
け
た
こ
と
で
す
。
今
年

も
収
穫
期
の
九
月
に
台
風
十
八
号
が
本

道
を
襲
い
ま
し
た
が
、
大
き
な
被
害
が
な

く
、
安
堵
し
て
い
ま
す
。
災
害
は
突
如
襲 

 

１ 



っ
て
き
ま
す
。 

 
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
、
私
た
ち
の
母
県
福

島
県
他
東
北
を
突
如
襲
っ
た
大
地
震
、
想 

像
を
超
え
る
大
津
波
、
そ
し
て
東
電
福
島 

第
一
原
子
力
発
電
所
の
大
事
故
と
、
東
日

本
大
震
災
で
未
曾
有
の
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
あ
れ
か
ら
六
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

母
県
の
皆
さ
ん
の
並
々
な
ら
ぬ
決
意
と

復
興
復
旧
へ
の
ご
努
力
で
、
復
興
復
旧
が

進
ん
で
い
る
こ
と
を
喜
び
合
い
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

母
県
を
離
れ
て
北
海
道
民
と
な
っ
た

私
た
ち
は
、
故
郷
に
思
い
を
致
し
な
が
ら

方
言
で
お
互
い
を
励
ま
し
合
う
為
に
福

島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
を
創
立
し
、
県

並
び
に
県
民
の
福
利
増
進
を
図
る
こ
と

を
基
本
目
的
に
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
か

ら
最
大
で
二
十
四
県
人
会
が
そ
の
都
度

主
管
を
担
当
し
て
毎
年
総
会
懇
親
会
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
高
齢
化
に

伴
い
会
員
が
減
少
し
て
十
六
県
人
会
が

解
散
等
し
た
為
、
総
会
主
管
担
当
の
県
人

会
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
結

果
八
地
区
の
県
人
会
で
そ
の
都
度
主
管

を
担
当
し
て
五
会
場
で
総
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
再
編
し
、
第
四
十
五
回
総
会
を

札
幌
県
人
会
の
ご
協
力
で
定
山
渓
で
開

催
し
ま
し
た
。
人
口
減
少
と
超
高
齢
化
の

社
会
情
勢
で
は
や
む
を
得
ま
せ
ん
。 

 

昨
年
十
月
、
全
国
の
県
人
会
の
交
流
会

を
北
海
道
連
合
会
の
主
管
で
支
笏
湖
で

開
催
し
て
県
人
会
活
動
の
在
り
方
、
県
人

会
へ
の
貢
献
の
在
り
方
で
意
見
を
交
換

し
ま
し
た
。 

福
島
県
が
期
待
を
す
る
北
海
道
連
合

会
の
活
動
を
消
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
福

島
県
出
身
の
人
、
二
世
、
三
世
や
縁
故
の

人
、
福
島
県
が
好
き
な
人
を
、
皆
さ
ん
の

力
で
入
会
さ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。 

 

平
成
二
十
五
年
に
連
合
会
長
に
就
任

以
来
、
各
位
の
ご
協
力
を
頂
き
任
務
を
果

た
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
札
幌
県
人

会
の
田
中
四
郎
会
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

し
て
退
任
し
ま
す
。
五
年
間
の
ご
協
力
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

 

第
四
十
五
回
福
島
県
人
会
北
海
道 

連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 

 

 

第
四
十
五
回
福
島
県
人
会
北
海
道
連

合
会
総
会
が
、
札
幌
市
の
「
定
山
渓
万
世

閣
ホ
テ
ル
ミ
リ
オ
ー
ネ
」
で
、
五
月
二
十

七
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

鈴
木
福
島
県
副
知
事
を
は
じ
め
と
し

た
多
数
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、
道
内
県
人

会
か
ら
会
員
の
皆
様
等
、
合
計
一
〇
七
名

が
出
席
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
事
業
計
画
や
予
算
が
承
認

さ
れ
、
さ
き
の
役
員
会
で
互
選
さ
れ
た
新

役
員
の
報
告
が
あ
り
、
新
た
な
連
合
会
会

長
に
田
中
四
郎
札
幌
福
島
県
人
会
会
長

が
就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
次
回
の
総
会

開
催
を
千
歳
福
島
県
人
会
が
担
当
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

【
新
役
員
（
敬
称
略
）】 

 

顧 

問 

熊
坂 

成
剛
（
函
館
） 

 

会 

長 

田
中 

四
郎
（
札
幌
） 

 

副
会
長 

白
石 

政
司
（
別
海
町
） 

 
 
 
 
 

近
藤 

康
弘
（
美
幌
町
） 

 

監 

事 

天
野 

登
恵
（
浜
中
町
） 

 

小
山 

直
子
（
函
館
） 

 

理 

事 

神
野 

修
（
苫
小
牧
） 

 
 
 
 
 

佐
藤 

貞
夫
（
旭
川
） 

 
 
 
 
 

五
島 

洋
子
（
千
歳
） 

式
典
で
は
、
長
年
県
人
会
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
皆
様
に
、
福
島
県
知
事
、
福
島

県
人
会
北
海
道
連
合
会
長
か
ら
の
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

【
感
謝
状
受
賞
者
】 

 

福
島
県
知
事 

神
野 

修 

様
（
苫
小
牧
） 

 

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
長 

今
野 

操 

様
（
札
幌
） 

伊
藤 

忠
孝 

様
（
札
幌
） 

中
山 

ス
ミ
子 

様
（
旭
川
） 

大
竹 

シ
ヅ
子 

様
（
美
幌
町
） 

菅
原 

秀
敏 

様
（
浜
中
町
） 

佐
野 
ス
ナ
ヲ 

様
（
苫
小
牧
） 

中
川 
光
子 

様
（
苫
小
牧
） 

懇
親
交
流
会
で
は
、
御
来
賓
の
方
々
等

か
ら
御
提
供
い
た
だ
い
た
福
島
県
産
日

本
酒
等
を
飲
み
な
が
ら
、
母
県
の
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
る
と
と
も
に
、
副
知
事

を
は
じ
め
と
し
た
御
来
賓
の
方
々
や
、
会

員
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、

カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
催
さ
れ
、
会
員
の
皆
さ

ま
が
、
自
慢
の
の
ど
を
披
露
さ
れ
、
最
後

に
は
、
参
加
者
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を

合
唱
し
て
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。 

        
 

               

【知事感謝状を受賞される神野様】 

１ 

【懇親交流会の様子】 

２ 



 

 

福
島
県
人
会
北
海
道
連
合
会
総
会
に 

参
加
し
て 

 

美
幌
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 
 

会
員 

刈
谷 
敏
子 

  
 

      

私
が
福
島
県
人
会
に
入
会
し
た
の
は
、

二
十
年
前
で
す
が
、
そ
の
後
病
気
を
し
て

脱
退
し
ま
し
た
。
昨
年
、
連
合
会
が
網
走

で
あ
っ
た
こ
と
を
話
し
て
下
さ
っ
た
人

が
い
て
、
私
も
再
び
入
会
し
た
い
と
思
い
、 

初
め
て
札
幌
の
定
山
渓
で
総
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

福
島
と
言
え
ば
、
原
発
、
な
ぜ
福
島
だ

け
が
風
評
で
苦
し
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
か
と
腹
立
ち
ま
す
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
札
幌
に
行
く
途
中
、
旭
川
は
米
所
で
ブ

ラ
ン
ド
米
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
の
実

家
の
田
ん
ぼ
の
風
景
に
似
て
、
小
さ
い
時

か
ら
親
と
一
緒
に
田
植
え
、
稲
刈
り
し
た

日
の
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。 

ホ
テ
ル
ミ
リ
オ
ー
ネ
に
着
き
、
四
時
か

ら
総
会
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中
に
な
つ
か

し
い
地
域
の
人
達
が
い
て
、
こ
こ
に
い
る

人
達
は
、
福
島
県
の
人
達
ば
か
り
、
名
簿

に
私
の
知
っ
て
い
る
、
何
度
も
行
っ
た
事

が
あ
る
友
達
が
住
ん
で
い
る
と
思
う
と
、

な
つ
か
し
く
涙
が
出
ま
し
た
。
心
が
ほ
っ

と
す
る
幸
せ
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

な
つ
か
し
い
福
島
の
な
ま
り
の
声
で

総
会
で
話
さ
れ
、
感
謝
状
贈
呈
で
美
幌
町

の
大
竹
シ
ヅ
子
さ
ん
が
選
ば
れ
、「
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
御
来
賓
の
挨
拶

が
あ
り
、
そ
の
後
、「
ふ
く
し
ま
復
興
の

あ
ゆ
み
」
の
説
明
が
な
さ
れ
、
二
〇
二
〇

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
野
球
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
競
技
が
福
島
県
内
で
も
開
催
さ
れ

る
と
聞
き
、
嬉
し
く
よ
か
っ
た
と
幸
せ
を

感
じ
ま
し
た
。 

復
興
の
あ
ゆ
み
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

詳
し
く
わ
か
り
や
す
く
記
載
さ
れ
、
海
の

物
、
山
の
物
、
農
作
物
、
酪
農
物
、
出
荷

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
買
っ
て
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
に
と
祈
り
続
け
て
い
ま
す
。

売
り
上
げ
が
伸
び
て
い
る
事
が
は
っ
き

り
記
載
さ
れ
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
あ
ゆ

み
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
良
く
わ
か
る
よ

う
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
も
福
島
を

心
配
し
て
い
る
私
の
心
は
安
心
し
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
、
復
興
さ
れ
て
い
な
い
で

し
ょ
う
が
、
地
元
の
人
達
は
前
向
き
に
頑

張
っ
て
い
る
事
が
良
く
わ
か
り
ま
し
た
。 

懇
親
交
流
会
は
、
五
年
連
続
金
賞
受
賞

数
日
本
一
に
輝
い
た
美
味
し
い
お
酒
を

飲
み
、
心
も
体
も
幸
せ
酔
い
を
し
ま
し
た
。 

食
事
も
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

朝
の
バ
イ
キ
ン
グ
の
品
数
が
多
く
、
そ
こ

で
働
い
て
い
る
従
業
員
の
方
の
対
応
の

す
ば
ら
し
さ
に
感
心
し
ま
し
た
。 

五
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
の
二
日
間

は
最
高
の
日
で
し
た
。
美
幌
福
島
県
人
会

の
皆
様
に
良
く
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
、
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
運
転
手
の
方
も

ご
苦
労
様
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
御
座
居

ま
す
。 

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
早
く
復
興
さ

れ
ま
す
よ
う
に
と
東
北
に
向
か
っ
て
祈

り
続
け
ま
す
。
私
は
、
一
日
た
り
と
も
忘

れ
ず
に
祈
り
続
け
ま
す
。
心
か
ら
皆
様
に

感
謝
し
、
あ
り
が
と
う
御
座
居
い
ま
し
た
。

最
後
の
挨
拶
の
中
で
、
福
島
県
人
会
は

「
ほ
こ
り
と
プ
ラ
イ
ド
」
を
持
っ
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
を
心
に
き
ざ
み
、
ほ

こ
り
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

第
四
十
五
回
福
島
県
人
会
北
海
道 

連
合
会
総
会
に
参
加
し
て
… 

  

美
幌
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

打
地 

良
子 

 
 

連
合
会
の
皆
様
に
は
益
々
御
元
気
で

お
過
ご
し
の
事
と
推
察
致
し
て
居
り
ま

す
。 

 

県
人
会
の
役
職
に
居
た
夫
に
誘
わ
れ

て
県
人
会
に
入
会
し
ま
し
た
。
美
幌
町
担

当
だ
っ
た
第
二
十
六
回
連
合
会
総
会
は

平
成
十
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後

毎
年
、
札
幌
、
千
歳
、
函
館
、
旭
川
、
弟

子
屈
等
、
各
県
人
会
の
皆
様
方
と
お
逢
い

し
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
都
度
福
島
県
知
事
御
夫

妻
を
始
め
福
島
県
の
方
々
と
懇
談
し
た

こ
と
は
な
つ
か
し
い
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。
福
島
の
美
酒
に
酔
い
し
れ
た
事
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

ふ
る
さ
と
福
島
を
想
え
ば
あ
の
未
曾

有
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
美
幌
町
に

も
十
家
族
の
方
々
が
来
ら
れ
、
そ
の
対
応

に
東
奔
西
走
し
た
事
等
は
本
当
に
な
つ

か
し
い
想
い
で
と
な
り
忘
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

あ
れ
か
ら
六
年
が
経
過
し
「
新
生
ふ
く

し
ま
」
と
し
て
発
展
し
つ
つ
あ
る
事
は
よ

ろ
こ
ば
し
い
事
で
す
。
平
成
十
三
年
に
ふ

る
さ
と
福
島
に
旅
行
し
た
際
、
飯
坂
温
泉
、

会
津
若
松
、
東
山
温
泉
、
鶴
ヶ
城
、
二
本

松
、
野
口
英
世
記
念
館
等
を
見
学
し
、
福

島
の
よ
さ
を
夫
と
共
に
再
認
識
し
ま
し

た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
福
島
県
人
会
北
海
道
連

合
会
の
御
発
展
を
祈
念
致
し
、
又
皆
様
方

と
お
逢
い
出
来
ま
す
事
を
楽
し
み
に
し

て
居
り
ま
す
。 

  

３ 

２ 



           

 

  第
四
十
五
回
福
島
県
人
会
北
海
道 

連
合
会
総
会
に
参
加
し
て 

  

美
幌
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 
 
 

会
員 

大
竹
シ
ヅ
子 

 
 

緑
の
素
敵
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。 

今
年
の
五
月
二
十
七
日
～
二
十
八
日
に

札
幌
の
奥
座
敷
定
山
渓
温
泉
万
世
閣
に

て
開
催
さ
れ
、
今
年
は
私
こ
と
感
謝
状
記

念
品
な
ど
を
頂
き
大
変
光
栄
に
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

今
年
は
何
か
良
い
事
が
あ
り
そ
う
で

す
。
昨
年
は
美
幌
担
当
で
網
走
湖
荘
ホ
テ

ル
で
の
開
催
、
そ
の
時
は
北
海
道
各
地
の

県
人
会
員
、
北
海
道
事
務
所
の
皆
さ
ん
に

は
ご
足
労
を
か
け
ま
し
た
。
想
い
出
せ
ば

第
三
十
六
回
懇
親
会
で
は
、
会
津
に
関
わ

る
白
虎
隊
詩
吟
は
宍
戸
顧
問
、
舞
は
私
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
披
露
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
総
会
に
参
加
す
る
度
に
脳
裏
に
浮

か
ん
で
き
ま
す
。 

 

歴
史
の
会
津
を
訪
ね
た
時
に
、
鶴
ヶ
城
、

飯
盛
山
、
武
家
屋
敷
、
磐
梯
山
、
野
口
英

世
生
家
を
見
学
し
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
野
球
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
競
技
の
本
県
開
催
決
定
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
北
海
道
よ
り
早
期

の
復
興
完
了
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

              

 

 
 「

美
幌
福
島
県
人
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

開
催
に
寄
せ
て 

（
平
成
二
十
九
年
六
月
十
八
日
） 

 

 

美
幌
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

会
員 

吉
田 

孝 

  

新
緑
の
時
期
と
な
り
ま
し
て
、
一
番
過

ご
し
や
す
い
時
期
に
成
り
、
当
会
も
色
々

の
活
動
時
期
と
な
り
ま
し
た
。 

第
四
十
五
回
連
合
会
の
総
会
も
無
事

終
わ
り
、
そ
の
反
省
会
、
更
に
花
見
と
夏

の
風
物
詩
、
美
幌
観
光
和
牛
ま
つ
り
を
先

取
り
し
て
「
美
幌
福
島
県
人
会
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
と
し
て
準
備
い
た
し
ま
し
て
、

六
月
十
八
日
に
会
員
の
お
店
オ
ー
ル
ナ

イ
ト 

ア
カ
シ
ア
様
で
賛
助
会
員
も
含

め
三
十
二
名
の
参
加
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。 

 

佐
藤
登
幹
事
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
前

崎
孝
子
準
備
委
員
長
の
開
会
の
挨
拶
、
近

藤
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
に
は
北
海

道
議
会
議
員
高
橋
文
明
様
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
更
に
は
福
島
県
北
海
道
事
務
所
か
ら

長
谷
川
守
所
長
様
の
御
臨
席
を
賜
り
丁

重
な
る
ご
挨
拶
を
頂
き
本
会
に
花
を
添

え
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

宴
会
に
入
り
ア
カ
シ
ア
様
の
料
理
を

美
味
し
く
頂
き
、
お
酒
で
程
よ
く
酔
い
し

れ
た
と
こ
ろ
で
、
打
地
顧
問
に
よ
る
水
森

か
お
り
の
「
ひ
と
り
薩
摩
路
」
の
美
声
で

カ
ラ
オ
ケ
の
幕
を
開
け
ま
し
た
。 

 

特
に
小
学
三
年
生
の
吉
田
龍
晃
君
に

よ
る
北
島
三
郎
の
「
函
館
の
人
」
の
美
声

に
は
一
段
と
皆
を
引
き
つ
け
て
お
り
ま

し
た
。
又
、
長
谷
川
所
長
様
に
よ
る
サ
ザ

ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
「
涙
の
キ
ッ
ス
」

の
歌
に
は
若
く
元
気
を
頂
き
、
印
象
に
残

り
感
激
し
ま
し
た
。 

 

会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、
会
の
存
続
の

厳
し
い
現
実
に
、
親
睦
を
深
め
た
こ
の
美

幌
福
島
県
人
会
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
企

画
し
た
近
藤
会
長
に
は
感
謝
感
激
で
す
。 

 

こ
の
様
な
会
員
交
流
の
場
が
美
幌
福

島
県
人
会
の
存
続
を
期
待
し
た
の
は
私

一
人
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
… 

思
い
思
い
の
話
が
弾
み
、
カ
ラ
オ
ケ
で

楽
し
ん
だ
時
間
も
予
定
の
二
時
間
を
大

幅
に
延
長
し
て
し
ま
い
、
ア
カ
シ
ア
様
の

配
慮
で
本
当
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

小
林
勲
さ
ん
と
ア
カ
シ
ア
の
店
主
熊

沢
よ
し
こ
さ
ん
の
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
川
中

美
幸
の
「
二
輪
草
」
が
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
と
こ
ろ
で
カ
ラ
オ
ケ
の
部
を
閉
め

ま
し
た
。 

 

楽
し
か
っ
た
「
美
幌
福
島
県
人
会
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
山
中
智
運
さ
ん
の
威

勢
の
良
い
一
本
締
め
と
、
大
竹
副
準
備
委

員
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
、
あ
っ
と
い
う
間

に
三
時
間
近
く
の
宴
会
は
終
わ
り
ま
し

た
。 

 

又
、
記
録
写
真
担
当
の
花
久
正
友
さ
ん
、 

準
備
委
員
の
阿
久
津
泰
子
さ
ん
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
に
も
お
礼
申
し
上
げ
、
各

方
面
か
ら
沢
山
の
ご
祝
儀
を
頂
い
て
お

り
ま
す
事
も
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

二
次
会
も
会
員
の
照
井
歌
子
さ
ん
の

【白虎隊演舞を披露する大竹さん】 

【夫・打地健一さんと】 

４ 



ス
ナ
ッ
ク
尋
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。 

 

美
幌
福
島
県
人
会
が
今
後
も
更
な
る

発
展
を
し
、
近
藤
会
長
の
元
で
新
た
な
企

画
を
し
て
頂
け
る
の
を
期
待
し
な
が
ら

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。 

   

         

  

観
桜
会
を
開
催 

  

函
館
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 

事
務
局
長 

菅
野 

広
道 

  

五
月
二
日
（
火
）
午
前
十
一
時
か
ら
五

稜
郭
公
園
で
観
桜
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
絶
好
の
花
見
日
和
に
恵
ま
れ
、 

満
開
の
桜
の
下
、
初
参
加
三
名
を
含
む
十

四
名
が
参
加
、
お
い
し
い
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

と
お
酒
で
花
見
気
分
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

 

「
来
年
も
是
非
」
の
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
が
、
会
員
の
交
流
の
場
と
し
て
今
後
も

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す 

               

「
傷
心
惨
目
碑
前
祭
」
を
開
催 

 
 

 

函
館
福
島
県
人
会 

 
 
 
 
 

事
務
局
長 

菅
野 
広
道 

 

  

箱
館
戦
争
で
戦
死
し
た
会
津
藩
士
を

供
養
す
る
「
傷
心
惨
目
碑
前
祭
」
を
今
年

も
五
月
十
一
日
（
木
）、
高
龍
寺
に
於
い

て
十
三
名
が
参
列
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

札
幌
か
ら
は
県
北
海
道
事
務
所
の
長
谷

川
所
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

 

永
井
住
職
が
読
経
し
、
参
列
者
が
一
人

ず
つ
焼
香
し
、
箱
館
戦
争
で
犠
牲
と
な
っ

た
会
津
藩
士
を
偲
び
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
会
員
の
郷
土
料
理
店
・
魚
来

亭
で
昼
食
会
を
開
催
し
歓
談
し
ま
し
た
。 

碑
前
祭
の
模
様
は
翌
日
の
地
元
紙
で
も

報
道
さ
れ
ま
し
た
。 

            

 

  

 

 

札
幌
県
人
会 

 

齊
藤 

浩
司 

様
（
出
身 

い
わ
き
市
） 

小
沼 

由
知 

様(

出
身 

郡
山
市) 

 
安
齋 

秀
隆 

様(

出
身 

二
本
松
市) 

 
安
齋 

裕
香 

様(

出
身 

福
島
市) 

 

苫
小
牧
県
人
会 

 

藤
原 

環
允 
様
（
出
身 

二
本
松
市
） 

   

 

 

 全
国
新
酒
鑑
評
会
金
賞
受
賞
数 

五
年
連
続
日
本
一
に
輝
き
ま
し
た 

 
 独

立
行
政
法
人
酒
類
総
合
研
究
所
が 

開
催
し
て
い
る
平
成
二
十
八
酒
造
年
度 

「
全
国
新
酒
鑑
評
会
」
に
お
い
て
福
島
県

か
ら
四
十
五
銘
柄
が
出
品
さ
れ
、
三
十
銘

柄
が
入
賞
、
う
ち
二
十
二
銘
柄
が
金
賞
に

選
ば
れ
、
金
賞
受
賞
数
で
全
国
一
位
と
な

り
ま
し
た
。 

福
島
県
が
金
賞
受
賞
で
日
本
一
と
な

る
の
は
五
年
連
続
で
す
。
福
島
県
の
酒
造

業
者
の
高
い
技
術
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に

よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
「
ふ
く
し
ま
の

酒
」
の
品
質
が
本
年
も
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。 

全
国
に
誇
れ
る
お
い
し
い
福
島
県
の

日
本
酒
を
皆
様
も
是
非
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。 

 福
島
県
産
も
も
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト 

「
ふ
く
し
ま
プ
ラ
イ
ド
。in 

北
海
道
」 

を
開
催
し
ま
し
た 

 
 
 七

月
二
十
六
日
（
水
）
に
、
札
幌
市
内

で
福
島
県
産
も
も
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
畠
福
島
県
副
知
事
や
ミ
ス
ピ
ー

チ
達
が
旬
を
迎
え
た
も
も
の
美
味
し
さ

【カラオケ大会にて熱唱する吉田さん】 

【五稜郭公園での記念写真】 

【高龍寺境内にて会津藩士を偲ぶ】 

４ 

５ 



を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
ま
た
、
七
月
下

旬
か
ら
北
海
道
内
で
始
ま
っ
た
Ｃ
Ｍ
「
ふ

く
し
ま
プ
ラ
イ
ド
。」
を
上
映
し
、
農
林

水
産
物
を
は
じ
め
と
し
た
魅
力
あ
ふ
れ

る
福
島
県
産
品
や
生
産
者
の
思
い
、
ひ
た

む
き
な
姿
を
伝
え
ま
し
た
。 

会
場
に
は
二
百
名
の
来
場
者
が
訪
れ
、 

も
も
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
は
長
蛇
の
列
が

で
き
、
来
場
者
は
も
も
の
甘
い
香
り
に
笑

み
を
こ
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
ほ
か
、
八
月
二
日
（
水
）
か
ら
八

月
六
日
（
日
）
に
か
け
て
、
札
幌
市
、
旭

川
市
及
び
函
館
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
等
延
べ
十
五
店
舗
で
福
島
県
産

も
も
の
店
頭
試
食
販
売
会
を
開
催
し
、
各

店
舗
と
も
美
味
し
い
福
島
の
も
も
を
買

い
求
め
る
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

         

 

文
化
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
「
北
海
道
と
福
島
県
の 

文
化
交
流2017

」
を
開
催
し
ま
し
た 

 
 

 

九
月
三
日
（
日
）
に
、
札
幌
市
内
で
一 

般
財
団
法
人
北
海
道
文
化
財
保
護
協
会 

と
福
島
県
北
海
道
事
務
所
の
共
催
に
よ 

る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、
札
幌
福
島 

県
人
会
会
長
の
田
中
四
郎
氏
、
北
海
道
文

化
財
保
護
協
会
顧
問
で
札
幌
福
島
県
人

会
員
の
原
一
夫
氏
、
福
島
県
北
海
道
事
務

所
長
の
長
谷
川
所
長
が
参
加
し
、
福
島
県

の
歴
史
や
文
化
、
観
光
地
等
を
紹
介
し
ま

し
た
。 

会
場
に
は
約
百
名
の
来
場
者
が
訪
れ
、 

盛
況
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

            

 

  

福
島
県
北
海
道
事
務
所 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
田 

耕
作 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
身 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
わ
き
市 

  

三
月
ま
で
は
農
業
振
興
課
と
い
う
部

署
で
農
業
指
導
に
関
わ
る
事
務
所
の
管

理
や
被
災
し
た
農
業
者
の
営
農
再
開
の

支
援
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

今
年
四
月
に
北
海
道
事
務
所
へ
着
任

し
て
か
ら
半
年
、
す
っ
か
り
秋
め
い
て
、

季
節
の
移
り
変
わ
り
の
早
さ
に
驚
い
て

い
ま
す
。
札
幌
で
の
一
人
暮
ら
し
に
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
都
会
で
あ
り
な
が

ら
自
然
が
豊
か
で
便
利
な
都
会
暮
ら
し

に
す
っ
か
り
慣
れ
、
お
い
し
い
食
べ
も
の

も
多
く
、
体
重
増
加
が
悩
み
の
タ
ネ
で
す
。

来
年
こ
そ
は
、
趣
味
の
釣
り
を
楽
し
み
な

が
ら
、
広
大
な
北
海
道
各
地
を
訪
れ
て
、

様
々
な
魅
力
を
感
じ
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

県
人
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
様
々
な
場
面

で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
県
人
会

と
の
絆
が
、
少
し
で
も
福
島
と
北
海
道
の

交
流
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

福
島
県
北
海
道
事
務
所 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
田 

亮
介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
身 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

郡
山
市 

 

こ
の
四
月
か
ら
北
海
道
事
務
所
勤
務

と
な
り
ま
し
た
。
北
海
道
に
は
こ
れ
ま
で

訪
れ
た
こ
と
が
な
く
、
少
し
不
安
を
抱
え

な
が
ら
赴
任
し
た
の
で
す
が
、
県
人
会
の

皆
様
方
に
と
て
も
暖
か
く
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
、
そ
う
し
た
不
安
も
消
え
去
っ

た
と
同
時
に
、
北
海
道
は
人
情
味
溢
れ
た

暖
か
い
（
気
温
で
は
な
く
）
場
所
だ
と
今

は
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

北
海
道
は
冬
が
も
う
そ
こ
ま
で
訪
れ

て
い
ま
す
ね
。
三
月
ま
で
相
馬
港
湾
建
設

事
務
所
と
い
う
と
こ
ろ
で
相
双
地
区
の

復
興
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ご
存

じ
の
と
お
り
、
相
双
地
区
は
雪
が
ほ
と
ん

ど
降
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
は
カ
メ
ラ

や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
が
趣
味
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
北
海
道
の
素
晴
ら
し
い
雪
景

色
、
雪
山
に
行
く
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
県
人
会
の
方
々
と
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 

６ 

５ 


